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リランカという国を知っています

か？そんなの知っているよという方

も、名前は分かるけど・・という方

も、聞いたことない方もいると思います。                                                          

スリランカはインドの南東に位置する、北海道

程の小さな島国です。日本からは飛行機で 9 時

間。そこまで遠くはないですね。今では成田空

港から直行便がでています。現在このスリラン

カという国で、私は農家さんの生活向上を目指しながら、現地の人達と生活しています。

相模原市の皆様に、スリランカという国に興味を持っていただけるように、この国の文化、

歴史、生活習慣などをなるべくおもしろく、このレポートでお伝えできたらと思っており

ます。（写真は南部のビーチ） 

の写真をまずは見てください。スリランカに派

遣が決まった際に、一番驚いたのが文字です。

これ文字に見えますか？落書きみたいじゃない

ですか？最初私もこんなん読めるか！！と思っていました。

もちろん今は読めます。スリランカの公用語はシンハラ語と

タミル語。この写真はシンハラ語ですね。主にシンハラ語を

話すシンハラ人と、タミル語を話すタミル人がこの地には住

んでいます。一応連結語（シンハラ人とタミル人を繋げる言

葉）は英語という事になっていますが、多くのタミル人はシンハラ語が話せます。もちろ

ん英語を話せる人もたくさんいます。この国ではバイリンガル、トリリンガルが普通なの

です。考えられますか？日本人でトリリンガルなんか、もうチヤホヤされますよね？こち

らでは、割と普通のことです。文法自体は日本語と同じなので、英語を習得するよりも、

もしかしたら簡単かもしれませんね。そうそう、シンハラ語でのエピソードを 1 つ。スリ

ランカには多くの外国人が来ています、中でも中国人は多いですね。私が働いている地域

は、いわゆる田舎に属しているので、外国人はとても珍しいです。なので、どこに行って

もジロジロ見られます。本当にうっとうしいです。失礼。ある日お店でバナナを探してい

て、店員さんに「熟れたバナナが欲しいのだけど」と言うと、店員さんが驚いたように「お

前シンハラ語話せるのか？どこの国の人間だ？」と聞いてきました。少しなら話せるよ、

などと会話していると、帰り際に「日本の様な発展している国の人が、私たちと同じ言葉

を使ってくれるのは本当に嬉しい」と伝えてきました。スリランカでは英語で普通に生活

ができます。ですが、現地の言葉を使うと、彼らと近づけます。べらべら話せる必要はあ

りません。簡単な挨拶程度でも、シンハラ語で言えると彼らは笑顔で挨拶してくれます。

海外旅行に行く際は、現地の言葉を少し覚えてみてもよいかもしれませんね。 
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に紹介するのは食事です。スリランカの食事はカレーです。毎食カレーです。

いいですか？毎食カレーですよ？パンもカレー味です。スリランカで寿司屋を

見つけた日本人が、寿司を頼んだら、寿司と言う名のカレーが出てきたという

伝説もあります。それくらいこちらの人はカレーを食べます。もちろんカレーの種類は沢

山あります。日本の様にドロドロしたカレーは少なく、大体固形です。写真があれば分か

りやすいのですが、あまりにも毎日見過ぎて、写真を撮るタイミングを逃しました。何種

類ものスパイスを入れます。カルダモンとか普通に入れます。カルダモンなんかドンキホ

ーテでしか見たことなかったですけどね。そして、最大の敵は、辛さです。燃えるような

辛さです。辛くない食事などありません（あります）。とにかく辛いです。もはや痛みです。

痛覚です。私は、辛い食事があまり得意ではないので、慣れるまでは相当苦労しました。

もう一つ、スリランカの食文化を話すとき外せないのが、紅茶です。スリランカ人は本当

に良く紅茶を飲みます。1日4.5杯は飲むのではないでしょうか。ここでまた問題がありま

す。甘さです。とにかく甘い。砂糖をこれでもかってくらい入れます。糖尿病まっしぐら

です。カレーも紅茶もそうですが、日本人が好きな、奥ゆかしい味わいや、素材の味を生

かした調理などこの国には存在しません。甘いか辛いかです。極端なのです。とても暑い

国なので、保存するために調味料を沢山使うという歴史があるのでしょう。次回のレポー

トでは、食事の写真を上げたいと思います。 

うでしたか？短いですが、スリランカの事少し

は興味が出ましたでしょうか？今回は言葉と

食事について書きました。なるべくウィキペデ

ィアに書いてあるような情報ではなく、現地に

住んでいるからこそ分かるような、そんな情報をお伝え

てできればと思います。私の仕事内容についても、どこ

かのタイミングでご紹介できればと思います。（右の写真

は、彼女たちがニヤニヤしながら私のことずっと見てい

たので、写真に撮らせてもらいました。とてもかわいい

ですよね） 
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